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掛川市教育委員会定例会議事録 
会 議 名 令和３年４月掛川市教育委員会定例会 

場  所 掛川市総合福祉センター 会議室 

開催日時 令和３年４月30日（金） 午前10時00分から午前11時55分まで 

出 席 者 教育長       佐藤嘉晃 

教育長職務代理者  戸塚忠治 

委員        永田孝明 

委員        橋山鈴代 

委員        岩尾千佳子 

教育部長           山梨 実 

こども希望部長        原田陽一 

こども給食課長        鈴木英雄 

図書館長           後藤晶子 

学校教育課主席指導主事    柴田勝明 

教育部政策官         及川文孝 

教育政策課主幹        水谷忠史 

教育政策課教育政策係長    泉田由妃 

教育政策課教育政策係指導主事 髙坂敦洋 

教育政策課教育政策係指導主事 沢田佳史 

 

１ 協議事項 

  

(1) 掛川市地域学校協働活動推進員の委嘱について（教育政策課） （資料 １） 

(2) 掛川市公民館運営審議会委員の委嘱について（教育政策課） （資料 ２） 

(3) 掛川市立さかがわ学校給食センター及び給食文化苑こうようの丘調理等業

務委託における公募型プロポーザルの実施について（こども給食課） 

（資料 ３） 

(4) 令和３年度掛川市公立学校運営協議会委員の委嘱について（学校教育課） （資料 ４） 

(5) 令和３年度掛川市就学支援委員会委員の委嘱について（学校教育課） （資料 ５） 

(6) 令和３年度掛川市特別支援教育専門家チーム・連携協議会委員の委嘱につい

て（学校教育課） 

（資料 ６） 

(7) 令和３年度掛川市立小中学校の教育課程について（学校教育課） （資料 ７） 

(8) 掛川市図書館協議会委員の委嘱について（図書館） （資料 ８） 

(9) 令和３年度掛川市立幼稚園の教育課程について（こども希望課） （資料 ９） 

 

２ 報告事項 

(1) 令和３年度教育委員会の体制等について（教育部） （資料 １） 

(2) 教育委員会の行政手続における公文書等への押印見直しに伴う関係規則の

整理に関する規則（教育政策課） 

（資料 ２） 

(3) 令和３年度放課後児童健全育成事業について（教育政策課） （資料 ３） 

(4) 令和２年度社会教育課所管施設の利用状況（教育政策課） （資料 ４） 

(5) 献立表及び給食まんてん便りについて（こども給食課） （資料 ５） 

(6) 掛川市内小中学校のあらわれについて（学校教育課） （資料 ６） 

(7) 令和３年度掛川市立小中学校図書館一覧について（学校教育課） （資料 ７） 

(8) かけがわ学力向上ものがたりについて（学校教育課） （資料 ８） 

(9) GIGAスクール構想学校支援事業について（学校教育課） （資料 ９） 

(10) iPadを活用するにあたって（学校教育課） （資料 10） 

(11) 令和２年度掛川市立図書館利用状況について（図書館） （資料 11） 

(12) 令和３年度掛川市立図書館月別利用事業計画について（図書館） （資料 12） 

(13) 令和３年度移動図書館車巡回予定について（図書館） （資料 13） 

(14) 掛川市立幼稚園評議員の報告について（こども希望課） （資料 14） 

(15) 令和３年度掛川市教育振興基本計画について（教育政策課） (追加配布) 
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１ 開 会 

 

  教育長：教育委員会４月定例会を開会します。 

 

２ 教育委員会３月定例会議事録の承認について 

 

   意見のあった箇所を訂正することとし、承認された。 

 

３ 事務報告及び行事予定報告 

 

     教育部長から事務報告及び行事予定について、主な事項の説明があった。 

 

４ 協議事項 

 

(1) 掛川市地域学校協働活動推進員の委嘱について 

教育政策課主幹から協議資料１のとおり説明があった。 

 

永田委員：新しく上がってくる人は、前の方が辞められるから入れるのか、誰が推薦してく

るのか？ 

    教育政策課主幹：基本的に各子ども育成支援協議会から推薦をお願いしている。基本的に入

れ替わりとなっています。 

永田委員：特別任期はないのでしょうが、力のある人はずっとやってもらえばいいですが、

入れ替えたい場合があってもタイミングがないことになるなといつも思います。後

継がいないということではなく、その人がそこにいたいということで地域で力を発

揮していただければいいのですが、ただ役職で名前がついているだけの人がいられ

ると困るのかなと思います。本当に地域の中で合う人を入れて欲しいと思っていま

す。 

 

その他の意見はなく、承認された。 

 

(2) 掛川市公民館運営審議会委員の委嘱について 

教育政策課主幹から協議資料２のとおり説明があった。 

 

特に意見はなく、承認された。 

 

(3) 掛川市立さかがわ学校給食センター及び給食文化苑こうようの丘調理等業務委託における公

募型プロポーザルの実施について 

こども給食課長から協議資料３のとおり説明があった。 

 

 教育長：1年ずれての実施になります。会社はどれくらい出てきそうですか？ 

 こども給食課長：少なくとも２社は出てきます。 

 

その他の意見はなく、承認された。 

 

(4) 令和３年度掛川市公立学校運営協議会委員の委嘱についてについて 

      学校教育課主席指導主事から協議資料４のとおり説明があった。 

 

教育長：学校評議員会から学校運営協議会に移行して３年目です。学校が事務局として校長

が会長を務めてきましたが、今後は互選で、会長は校長以外にお願いしていくことに

なります。  
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その他の意見はなく、承認された。 

 

 （5） 令和３年度掛川市就学支援委員会委員の委嘱について 

        学校教育課主席指導主事から協議資料５のとおり説明があった。 

 

    特に意見はなく、承認された。 

 

 (6) 令和３年度掛川市特別支援教育専門家チーム・連携協議会委員の委嘱について 

    学校教育課主席指導主事から協議資料６のとおり説明があった。 

 

教育長：専門家チームのおかげでいろいろ助かっています。特別な支援を要するお子さん

が増えています。問題行動に上がっている中でも、発達障害のあるお子さんがいま

すので、いろんなアドバイスをいただいて助けていただいています。 

    その他意見はなく、承認された。 

 

(7)  令和３年度掛川市立小中学校の教育課程について 

   学校教育課主席指導主事から協議資料７のとおり説明があった。 

 

    教育長：修学旅行の話がありましたが、基本的に市教育員会としては実施する方向で各学

校にお伝えしてあります。 

 

   その他意見はなく、承認された。 

 

(8) 掛川市図書館協議会委員の委嘱について 

    図書館長から協議資料８のとおり説明があった。 

 

    特に意見はなく、承認された。 

 

 (9) 令和３年度掛川市立幼稚園の教育課程について 

   こども希望部長から協議資料９のとおり説明があった。 

 

   特に意見はなく、承認された。 

 

５ 報告事項 

 

(1) 令和３年度教育委員会の体制等について  

     教育部長から報告資料１のとおり報告があった。 

 

(2) 教育委員会の行政手続における公文書等への押印見直しに伴う関係規則の整理に関する規則

について 

   教育政策課主幹から報告資料２のとおり報告があった。 

 

(3) 令和３年度放課後児童健全育成事業について 

     教育政策課主幹から報告資料３のとおり報告があった。 

 

   教育長：よこすか保育園のところは、施設を再利用していますので、環境は良くなったと思

います。グラウンドもありますし、子供たちの環境にはよいと思います。 

   永田委員：ここも、グランドが使えるので良いと思います。 

   戸塚委員：この前大渕幼稚園の卒園式と入園式に行ったときに、大渕幼稚園の跡地を学童に、
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ということを地域で要望しているとのことでしたが、なかなか良い返事をもらえない

とのことでした。 

   教育部長：地域の方が、大渕幼稚園を使いたいという意向があり、地域だけだと大変なので、

市の施設を入れて市のほうで維持管理費を出してもらいたいとのことであるようで

す。しかし、大渕小の学童は 10 人程度しか入っていないです。掛川幼稚園と同じく

らいの敷地と建物で大きいので、管理が大変です。 

   永田委員：南部の幼稚園は、千浜や横須賀など、大きいところが多いです。 

戸塚委員：何かほかの施設を合わせて残すことができればよいのではないかと思いますが。 

教育部長：学童としては、地域の施設があって、その中でやっていただけるのなら良いです

が、学童の委託料だけであの施設を維持できないかと思われているようではそれは無

理だと思います。 

永田委員：大渕小学校の生徒の数が多くないというのもあります。基本三世代同居も多いで

す。 

教育部長：コロナの時も、学校で預かったのは３人だけだったとのことです。 

永田委員：難しいのは、大渕は既存の建物でやることが前提で、新しい施設が建たなくて、

何もやってもらえないという雰囲気があることです。何か希望に添えるようにして

あげたいと思います。南部は、学校の中に放課後に子どもを受ける施設がないので、

考えていただけるとよいのではないかと思います。 

戸塚委員：学童に通っている 1,497 人は、全体の何割くらいですか？ 

教育政策課主幹：市内の小学生は 6,000 人程度なので、２割くらいです。 

戸塚委員：運営主体が違っていても、それぞれのところで市の費用負担は出していると思いま

すが、児童一人当たりの市の負担の金額の差は結構あるのでしょうか。 

  こども希望部長：預かる人数 10 人ごとに単価が変わり、さらに加算などがあります。 

  戸塚委員：おやつなどは個人負担ですよね。 

教育部長：個人負担は、運営主体により結構差があります。 

永田委員：年によって需要が違う学校もあると思うので、施設をある程度用意する必要はあり

ますよね。 

教育部長：基準は１クラブ 40 人ですので、40 人に近いところは経営的に効率はよいといえま

す。 

永田委員：他の用途の関係で維持管理する中で、学童がその中にあるといいと思います。 

教育部長：公共施設の再配置の中では、それぞれがそれぞれの施設を持つのは無理ということ

です。例えば、午前中は高齢者が使って、午後は子どもが使うなど、しくみをうまく

作ってあげないといけないと思います。磐田のながふじ学園がうまく作ってあって、

図書館や会議室や体育館が地域の人に貸し出しをできるようになっています。参考に

なるので、視察に行ければと思います。 

永田委員：京都の御池小中学校に視察に行ったとき、小学６年生が中学校に通っていると聞き

ました。しかし結局マンションが建って子どもの数が増えてきて、合併してなくなっ

た学校が復活したとのことです。こういうこともありますし、特にまち中の市の財産

は大切にしたほうがいいと思います。 

 

(4) 令和２年度社会教育課所管施設の利用状況 

     教育政策課主幹から報告資料４のとおり報告があった。 

 

(5) 献立表及び給食まんてん便りについて 

     こども給食課長から報告資料５のとおり報告があった。 

 

(6) 掛川市内小中学校のあらわれについて 

     学校教育課主席指導主事から報告資料６のとおり報告があった。 

 

   教育長：問題行動については、説明があった通り、同じ子が何度も繰り返し行われているの
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がわかるかと思います。ご質問が委員さんからいただいていましたので、学校からの

報告はもう少し詳しいのですが、学校教育課で分かりやすくまとめております。今回

から件数だけでは見えないところがわかるようにしたところです。 

戸塚委員：この分類は何でしょうか？ 

学校教育課主席指導主事：県への報告様式に掲載してあるもので、分類が 10 種類くらいあり

ます。 

   永田委員：不登校の人数の報告がありますが、市内で 80 数人というと、１つの中学校に９～

10 人いることになります。学校に子どもさんがいけなくなった親御さんは本当に苦

労していると思います。何か、不登校について改善する方策が見えないかと思います。

不登校のお子さんは、先生が来ても、先生の言葉を聞かなくなっていくとのことなの

で、第三者が入らないといけないのではないかと思います。そうでないと、あっとい

う間にどんどん増えると思います。 

教育長：不登校の対応については、これまでも、スクールカウンセラーやスクールソーシャ

ルワーカーなどの専門職の方や関係機関と連携しています。いろいろなケースがあり

ますので、心の中の部分については、第三者の専門家の方が、子どもさんから直接話

を聞いたり、親御さんと相談しながら、対応をしてきています。不登校は増えてきて

いますので、そういう専門員を増やしています。学校の先生が聞いても話を聞けない

部分、子どもが言えない部分もありますので、ケース会議を開きながら対応していま

す。 

永田委員：割と早い段階で、対応すれば学校に戻れると思います。日がたつと戻りにくい雰

囲気になるので、ある程度早い段階で入ってもらえるといいかと思います。 

   岩尾委員：女の子のグループは、仲のいい子がいるほうが、環境が変わったときに友達がと

られるという気持ちになるようです。このような、情緒不安定だけど障がいがあるわ

けではないくらいの子がいます。不登校になった場合に、先生と保護者の意見が合わ

なくて、子どもが板挟みになっている場合もあります。また、子どもが家で時間を過

ごせる環境になっているので、それがまた学校に行かなくなる原因になるかと思いま

す。 

   永田委員：不登校の対応は、今後もしっかりやっていただきたいと思います。 

 

(7) 令和３年度掛川市立小中学校図書館一覧について 

     学校教育課主席指導主事から報告資料７のとおり報告があった。 

 

(8) かけがわ学力向上ものがたりについて 

     学校教育課主席指導主事から報告資料８のとおり報告があった。 

 

 (9) GIGAスクール構想学校支援事業について 

   学校教育課主席指導主事から報告資料９のとおり報告があった。 

 

教育長：GIGA スクールを総力を上げて支援していくために、学校教育課の人員を増やしまし

た。今北部の小中学校を見ていますが、まだまだこれからです。やってみないとわか

らないことがたくさんあります。特に回線の関係、うまくつながるかということでは

以前より改善はしています。一斉休校になったらオンライン授業を、というように思

われるかもしれませんが、現状としては指導の方でまだ厳しいかもしれません。今後

色々トライをして、順次進めていきたいと思います。 

 

 (10)iPadを活用するにあたって 

   学校教育課主席指導主事から報告資料10のとおり報告があった。 

 

永田委員：今まだ学校に置くのが前提でしょうか？ 

学校教育課主席指導主事：準備ができたところからということです。例えば中央小は、先週
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保護者向け説明会をしています。放課後保護者を呼んで、各教室で子

どもが実際に使っている iPad を親が体験で使ってみたりしている。

５月に入ったら、資料とともに、学校には連絡をするつもりです。 

永田委員：うちでも、子どもの参観会の時に親と一緒にいろいろやっていましたが、iPad は

学校にしまいますとのことで、持って帰ることはないという雰囲気だったとのこと

です。まだ、タイミング的に後なのかもしれませんが。 

岩尾委員：学校によって差があるということですか？ 

学校教育課主席指導主事：５月の連休明けに資料が完成しますし、また、教頭会もあるので、

そこでもう一度説明します。 

永田委員：家庭では、iPad の話が全く出てこないです。自分が行っても反応があまりなく、

学校で使って、終わったらすぐ保管庫にしまっているとのことです。家庭まで来る

には相当時間がかかりそうな雰囲気です。ここで聞いている話とずいぶん温度差が

あると思いました。 

学校教育課主席指導主事：南部を中心に指導していきたいと思います。見て回っている中で

は、先生方は頑張っていると思います。 

永田委員：３年から５年、浸透するまで時間がかかるのかと思いますが。 

学校教育課主席指導主事：学校を通して指導をしていきたいと思います。 

 

 (11) 令和２年度掛川市立図書館利用状況について 

    図書館長より報告資料11のとおり報告があった。 

 

 (12) 令和３年度掛川市立図書館月別利用事業計画について 

    図書館長より報告資料12のとおり報告があった。 

 

 (13) 令和３年度移動図書館車巡回予定について 

    図書館長より報告資料13のとおり報告があった。 

 

 (14) 掛川市立幼稚園評議員の報告について 

    こども希望部長より報告資料14のとおり報告があった。 

 

 (15) 令和３年度掛川市教育振興基本計画について 

    教育政策課指導主事より報告があった。 

 

   教育長：補足で説明します。総合計画が今変わろうとしている中で、今後、市長も変わって

教育大綱の見直しをするので、人づくり構想も見直ししていくことになります。 

ところで、新年度になると毎年、このような人づくり構想かけがわのパンフレット

を配布しています。 

       今、GIGA スクール構想の進捗状況を見て回っているのですが、学校の管理職、校長

教頭研修担当あたりまでが、確かな学力というこれまでの学力観で授業を進めている

か、新しい教育観で展開を図っているか、学校によって差が出てきています。永田委

員もおっしゃっていた通り、タブレットを学校から持ち帰る方向でしっかり進めてい

くという学校から、まだそこまでは、という学校と進み具合に差が出ています。 

国、市が求めているのは、持ち帰ってこれまでの家庭学習の在り方を変えていこう

という流れで来ています。先ほど造語ということがありましたが、学校教育課では、

学力観を転換していこうということで、「創る」をキーワードに変えていくことにしま

した。 

掛川市はこれまで協働のまちづくりといっていますが、これはもともと造語です。 

平成３年に小松弥生教育長がいらっしゃる時、北中の教育発表の時に、「協働」を使

ったところ、これは造語ですねと言われました。それからこの単語がどんどん広がっ

ていったわけですが、今回も新しいものに考え方を変えていくということで、世の中
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に言葉としてはないのですが、掛川市としては、確かな学力観から踏み込んだ新しい

ものをつくろうということで、「創る力」ということ考えました。 

まだこれは途中段階で、今後学校教育に限らず、幼児教育、社会教育も含めてリー

フレットの内容そのものが大きく変わっていくと思います。ただ、今は、GIGA スクール

の関係で校長先生の意識を変えなければいけないというのがあり、確かな学力をまず変

えなければならないというところを示したものです。今後またいろいろ協議する中で変

わるところもあるかと思いますが、今のところの方向については以上になります。 

永田委員：創る力、のところにルビを振った方がよいと思います。説明を受けたから分かる

のですが、見てさっと分かるようにしたほうがいいと思います。 

教育長：まだ外には出ていないのですが、これからいろいろご意見をいただいていきたいで

す。 

戸塚委員：これはいつからですか？ 

教育長：総合計画の改定と合わせていきますが、教育大綱が大きく変わると、人づくり構想

も変えていかなければならないと思います。これはまだ校長会でも配布していないの

で、第一段階で、いろんなところに説明をしていきたいと思っています。教育大綱は

総合教育会議で今後議論していくことになります。その後、人づくり構想になります

が、影響は出てくると思いますので、これまでの形にこだわらずに、書き表し方も変

えていきたいと思います。 

戸塚委員：大綱と総合計画、そして教育振興計画、とこの順番で決まっていくわけですね。 

教育長：GIGA が遅れてはいけないと思っているので、下から少しずつ変えている状況です。 

永田委員：造語の場合、よっぽど説明しないと、こちらの作った意図と、受け取る側が異な

ってしまいます。「協働」は何となく字を見ていればわかりますが、「創る」も「創

造」だとわかりますが、「創」だけだとわかりにくいかもしれません。 

岩尾委員：「律」がちょっと入りにくいです。 

教育長：全国的にも「律」が求められているとのことであります。教育長会議でも、課題に

なっています。 

永田委員：自分でやることに対する責任を持つということだと思います。 

岩尾委員：そのうちこれが浸透していくということですね。 

戸塚委員：「創」はいいと思います。先が見えない時代の中で、新たな発想で考えていかない

と解決していかないことがたくさんあります。そういった意味のクリエイティビティ

ですね。もうひとつは、「律」とも関係するかもしれませんが、かけがわ型スキルの

中の最後に、社会やキャリア教育があり、自分ごととしていろんな問題、例えば SDG

ｓでいう 17 の項目に対して、自分ごととして覚悟を持って考えたり行動ができるか、

それが大事だと思います。テレビでいろいろやっていても、ああそうだね、で終わっ

てしまうのではなく、そういうことがあるなら今度は自分が実践してみよう行動して

みることです。今の政治を見ていると、責任を負ってやっていくという覚悟が国のリ

ーダーにはあまり見えないです。いかに自分ごととして覚悟を持ってやっていくか、

そういうのを子どものうちから培っていく必要があると思います。 

 

６ その他 

 

  (1) 次回以降教育委員会定例会の日程について 

 

    ア 教育委員会５月定例会 

      令和３年５月26日（水） 午後２時30分 

      掛川市役所南館 会議室 

 

    イ 教育委員会６月定例会 

      令和３年６月30日（水） 午後１時30分 

      掛川市役所南館 会議室 
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  (2) その他の予定について 

 

ア 令和３年度静岡県市町教育委員会連絡協議会総会 

    → 中止・書面決議 

 

イ 令和３年度関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会及び研修会（千葉大会） 

    → 中止・書面決議 

 

 

７ 閉 会 

 

    教育長：教育委員会４月定例会を閉会します。 
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